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11
議
員
が
市
政
を
問
う

建設事業費の１％を
　芸術、文化的用途に

杉 山　道 夫　（市政・社民クラブ）

議　

員
　
国
内
の
各
美
術
館

の
例
か
ら
も
、時
を
経
る
に
つ

れ
て
現
代
美
術
館
の
入
館
者

数
も
減
少
す
る
と
思
う
。企
画

展
を
開
く
に
も
ス
ペ
ー
ス
が

狭
く
、大
き
な
展
示
会
は
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
観
光
資

源
を
継
続
的
か
つ
有
効
に
生

か
す
た
め
に
、公
共
建
築
物
を

つ
く
る
際
、工
事
費
の
一
％
を

芸
術
、
文
化
、
装
飾
な
ど
に
充

て
る
考
え
は
な
い
か
。

市　

長
　
近
年
ア
ー
ト
に
よ

る
ま
ち
お
こ
し
が
注
目
さ
れ

て
お
り
、
芸
術
性
な
ど
を
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
、
施

設
や
景
観
な
ど
の
魅
力
を
高

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
全
体

の
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る

事
例
も
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
施
設
建
設
で
芸
術
、

文
化
的
要
素
や
そ
の
時
々
に

求
め
ら
れ
る
要
素
も
取
り
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
方
策
等
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

議　

員
　
芸
術
作
品
を
取
り

入
れ
る
に
も
財
源
が
必
要
で

あ
る
。建
設
時
の
入
札
率
が
低

け
れ
ば
財
源
確
保
は
で
き
る
。

近
年
の
建
設
工
事
の
入
札
率

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

企
画
財
政
部
長

　
主
な
も
の

と
し
て
、西
小
学
校
仲
よ
し
会

館
建
築
工
事
は
八
〇
・
七
％
、

ア
ー
ト
広
場
屋
外
ト
イ
レ
建

築
工
事
は
八
一
・
九
％
、高
森

山
総
合
運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー

場
本
部
棟
建
築
工
事
は
九
四
・

四
％
、三
本
木
中
学
校
昇
降
口

ほ
か
耐
震
改
修
建
築
工
事
は

九
四
・
九
％
、法
奥
小
学
校
体

育
館
建
築
工
事
は
七
九
・
五
％
、

志
道
館
改
修
建
築
工
事
は
九

三
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

議　

員
　
制
度
化
し
て
い
な

く
て
も
各
施
設
に
は
絵
画
や

彫
刻
、
写
真
な
ど
が
あ
る
が
、

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
部
長

　
市
役
所
庁

舎
に
は
絵
画
五
点
、
写
真
五

点
、
彫
像
一
点
。
十
和
田
湖

支
所
に
は
絵
画
八
点
、
写
真

八
点
。
中
央
公
民
館
に
は
絵

画
一
点
、
書
一
点
。
南
公
民

館
に
は
絵
画
三
点
。
東
公
民

館
に
は
写
真
一
点
。
十
和
田

湖
公
民
館
に
は
絵
画
五
点
、

書
二
点
。
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
に
は
絵
画
九
点
、
書
二
点
、

彫
像
五
点
、
壺
二
点
、
写

真
二
点
、
屏
風
一
点
。
図
書

館
に
は
絵
画
六
点
。
中
央
病

院
に
は
絵
画
十
五
点
、
写
真

十
六
点
、
彫
像
四
点
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、森
林
が
持
つ
地
球
環
境
保
護
、

国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
、
自
然

環
境
の
保
持
な
ど
の
「
森
林
の
公
益
的

機
能
」
に
対
す
る
国
民
の
期
待
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
ま
で
森
林
を
守
り
育
て
て
き
た
林

業
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
後
継
者
不

足
な
ど
、
林
業
関
係
者
の
み
で
は
森
林

の
保
育
・
管
理
を
行
う
こ
と
が
極
め
て

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
当
該
連
盟
は
、
森

林
の
公
益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
の
森
林
・
林
業
・
山
村
対
策

の
抜
本
的
な
強
化
を
図
る
た
め
、
二
酸

化
炭
素
排
出
源
を
課
税
対
象
と
す
る
新

た
な
税
財
源
と
し
て
「
全
国
森
林
環
境

税
」
を
創
設
し
、
市
町
村
が
森
林
の
整

備
、
保
全
等
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
地
方
財
源
を
確
保
で
き
る
制
度
と
な

る
よ
う
、
全
国
の
首
長
で
組
織
さ
れ
て

い
る
「
全
国
森
林
環
境
税
創
設
促
進
連

盟
」
と
の
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

全
国
森
林
環
境
税

　

創
設
促
進
議
員
連
盟

議
会
で
は
こ
の
よ
う
な
活
動
も
し
て
い
ま
す

設置されている

　　彫像の一部

　
①
政
府
、
国
会
議
員
等
へ
の
要
望
活
動

　
②
国
民
の
理
解
を
得
る
活
動

　
③
関
係
六
団
体
へ
の
協
力
要
請
活
動

　
④
未
加
入
市
町
村
議
会
へ
の
加
入
促
進
活
動

　
⑤
新
税
創
設
の
た
め
の
意
見
書
採
択

　
⑥
林
業
関
係
団
体
な
ど
と
の
連
携

　
⑦
ほ
か
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業

　
当
市
議
会
は
平
成
二
十
二
年
度
に
地

元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
、
直
接
意
見

書
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

　「
森
林
環
境
税
」
を
県
税
と
し
て
制

度
化
し
て
い
る
県
は
全
国
で
三
十
三
県

と
な
っ
て
お
り
、
東
北
で
は
青
森
県
以

外
の
五
県
が
導
入
し
て
い
ま
す
。
県
税

の
額
は
、
毎
年
一
戸
当
た
り
五
百
円
か

ら
一
千
二
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
当
該
連
盟
加
入
市
町
村
議
会

は
、
十
和
田
市
、
新
郷
村
、
東
北
町
、

田
子
町
、
深
浦
町
、
階
上
町
、
三
戸
町
、

南
部
町
、
五
戸
町
と
な
っ
て
お
り
、
当

市
議
会
が
青
森
県
の
理
事
を
務
め
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
内
容


